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町
民
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
お
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

私
に
と
っ
て
、
町
長
就
任
以
来
４
度
目
の
新
し
い

年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、
生
涯

学
習
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動

な
ど
を
支
援
す
る
「
ふ
れ
あ
い
活
動
セ
ン
タ
ー
�
ゆ

め
く
る
�
」
の
オ
ー
プ
ン
。
さ
ら
に
は
、
町
内
循
環

バ
ス
「
い
な
ま
る
」
の
運
行
な
ど
皆
様
か
ら
の
温
か

い
ご
支
援
、
ご
協
力
が
あ
っ
て
、
は
じ
め
て
な
し
え

た
成
果
で
あ
る
と
考
え
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
は
、
新
設
小
学
校
の
建
設
や
地
元
主
導
型
商

業
施
設
の
誘
致
に
伴
う
、
用
途
地
域
の
変
更
手
続
き

の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、長
引
く
経
済
不
況
の
中
、

徹
底
し
た
行
財
政
改
革
を
進
め
な
が
ら
、
近
隣
と
の

合
併
等
も
視
野
に
入
れ
、
町
民
の
皆
様
が
本
当
に
望

ん
で
い
る
諸
施
策
の
実
現
に
向
け
努
力
し
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

人
と
自
然
が
調
和
し
た
美
し
く
快
適
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
「
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
い
な
」
を
基
本

理
念
と
し
て
、
効
率
的
で
町
民
本
位
の
行
財
政
改
革

を
進
め
な
が
ら
、
安
全
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
、

一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
尊
重
す
る
教
育
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
、
活
力
と
に
ぎ
わ
い
の
創
出
、

男
女
共
同
参
画
社
会
を
目
指
し
、
３
万
５
千
有
余
の

町
民
皆
様
の
信
託
に
応
え
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

町
民
の
皆
様
一
人
ひ
と
り
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま

す
よ
う
、
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

町
長

稲
橋
　
正
兵
衛

新
春
を
迎
え
て

新
春
を
迎
え
て



3 2004.1 INA

大
澤
氏
は
、昭
和
41
年
４
月
か
ら
教
職
に
就
き
、

平
成
13
年
４
月
か
ら
小
針
小
学
校
長
と
し
て
在
職

し
、
学
校
教
育
の
振
興
と
充
実
に
尽
力
さ
れ
、
そ

の
顕
著
な
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

県
教
育
功
労
者
表
彰
を
受
賞

大
澤
清
子
氏
（
小
針
小
学
校
長
）

県
教
育
功
労
者
表
彰
を
受
賞

大
澤
清
子
氏
（
小
針
小
学
校
長
）

●
平
成
15
年
度
伊
奈
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）
＝
歳
入
・

歳
出
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
２
７，
４
５

４
千
円
を
減
額
し
、
予
算
の
総
額

を
９，
０
９
６，
２
７
８
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

●
平
成
15
年
度
伊
奈
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
＝
歳
入
・
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ

９，
７
４
８
千
円
を
追
加
し
、
予

算
の
総
額
を
２，
３
４
０，
８
５
９

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

●
平
成
15
年
度
伊
奈
町
公
共
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

主
な
町
長
提
出
議
案

２
号
）
＝
歳
入
・
歳
出
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
１，
４
５
０
千
円
を
減
額
し
、

予
算
の
総
額
を
１，
２
１
５，
８
３

１
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

●
平
成
15
年
度
伊
奈
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
＝
歳
入
・
歳
出
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
１，
１
１
０
千
円
を
減
額
し
、

予
算
の
総
額
を
８
３
２，
６
５
４

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

●
平
成
15
年
度
伊
奈
町
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
＝
伊

奈
町
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及

び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
改
正
に

伴
い
、減
額
補
正
す
る
も
の
で
す
。

●
議
会
の
議
員
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

●
伊
奈
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
及
び
伊
奈
町
企
業
職
員
の
給

与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
伊
奈
町
特
別
職
の
職
員
で
非
常

勤
の
者
等
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

●
葬
儀
用
祭
壇
の
設
置
、
保
管
並

び
に
使
用
料
に
関
す
る
条
例
を
廃

止
す
る
条
例

●
伊
奈
町
都
市
計
画
下
水
道
事
業

受
益
者
負
担
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
＝
小
室
地
内

工
業
専
用
地
域
の
区
域
を
第
８
負

担
区
と
し
て
排
水
区
域
を
新
設

し
、
併
せ
て
単
位
負
担
区
あ
た
り

の
金
額
を
定
め
る
も
の
で
す
。

●
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

・
小
室
字
田
妻
６
３
１
０
番
５
地

先
か
ら
同
６
３
１
０
番
27
地
先
ま

で
新
た
に
町
道
と
し
て
認
定
す
る

も
の
で
す
。

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て・
本
村
堰
橋
整
備
工
事

・
㈱
東
栄
１
０
５，
０
０
０
千
円

●
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

・
義
務
教
育
施
設
用
地
及
び
社
会

福
祉
施
設
用
地
と
し
て
土
地
（
上

尾
都
市
計
画
事
業
伊
奈
特
定
土
地

区
画
整
理
事
業
保
留
地
　
保
留
地

番
号
１
０
２
　
１
０
３
街
区
１
画

地
　
約
２
４，
９
９
４
㎡
）
を
９

６
２，
２
７
８，
６
２
５
円
で
取
得

し
ま
す
。
契
約
の
相
手
方
、
施
行

者
で
あ
る
埼
玉
県

●
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

・
学
校
給
食
用
食
器
を
７，
９
４

３，
６
４
４
円
で
購
入
し
ま
す
。

契
約
の
相
手
方
、
㈱
中
西
製
作
所

北
関
東
支
店

�
イ
ラ
ク
へ
の
自
衛
隊
派
遣
の
慎

重
な
対
応
と
国
連
中
心
の
平
和
的

な
復
興
支
援
を
求
め
る
意
見
書
＝

内
閣
総
理
大
臣
な
ど
へ
提
出

議
員
提
出
議
案

12
月
定
例
議
会�
12
月
定
例
議
会�

平成15年12月定例議会は11月28日開会

し、平成15年度一般会計補正予算など町

長提出議案15件、議員提出議案１件を原

案どおり可決、平成14年度一般会計歳入

歳出決算など７決算を認定し、12月16日

閉会しました。

子ども育成会連絡協議会が
青少年育成埼玉県民会議
から表彰
伊奈町子ども育成会連絡協議会

が、11月19日に知事公館において
青少年育成埼玉県民会議から優良
青少年団体として表彰されまし
た。
子ども育成会は、昭和49年４月

１日創立以来、多岐にわたる子ど
も会活動を積極的に行い、特に他
団体と協力し、ゴミゼロをめざし、
子ども会全員でゴミ拾いを行うな
ど、町の美化活動にも協力する等
地域に多大なる貢献をしてきたこ
とが認められたものです。

子ども育成会連絡協議会が
青少年育成埼玉県民会議
から表彰

県民会議会長（上田県知事）から
表彰を受ける西川会長（左）


